
地域のまちづくりの推進方法について（全体概要） 

●八尾市第 6 次総合計画基本構想・前期基本計画 
八尾市第６次総合計画 

第３期わがまち 
推進計画 

基本構想 
（８年） 

共創と共生の地域づくり（p.11） 
これまで培ってきた地域のまちづくりの組織・活動・経験を強みとして
発揮することで、誰も取り残されることなく安心して暮らせるよう、地
域のまちづくりにあたっては、地域住⺠、市内への通勤者・通学者、企
業や団体等、⾏政という⽴場を超えて地域の⼒を結集し、アイデアを創
出、実践していく「共創」の考え⽅を⼤切にして取り組みます。 

●策定主体︓ 
校区まちづくり協議会 
●地域単位︓ 
小学校区 
●計画期間︓ 
７年（適宜⾒直し） 
●策定目的︓ 
暮らしに身近なまちづく
り及び様々な地域活
動を進めていくに当た
り、当該校区の市⺠の
意⾒を集約した上で、
地域のまちづくりの目
標、活動方針、活動
内容等を定めるもの。 

基本計画 
（４年） 

共創と共生の地域づくりの実践（p.18〜21） 
（１）実践の方針 
 ①対話するための開かれた場を⼤切にする 
 ②あらゆる主体が連携して活動し課題を解決する 
 ③活動の効果を検証する（ふりかえり） 
（２）実践の体制 
校区まち協 地域の課題解決・魅⼒向上へ向けた総合的な取り組み実施 
⾏政 市⺠協働の促進、地域のまちづくり⼒（地域⼒）向上に向けた支援 
中間支援組織 市内外のネットワークを活用した外部人材等の、 

課題解決のヒントとなる情報提供等 

●背景 
・地域コミュニティの衰退 

（少子高齢化やライフスタイルや雇用形態の多様化、都市構造の変化等） 
・ニーズや課題の多様化 

①防災 ②子育て ③高齢介護 ④健康 ⑤交通 ⑥就業 等々 
・財政状況の厳しさ 
 
・地域コミュニティの活性化に向け、各地域の特徴を活かした 

協働のまちづくりをさらに進めるためのしくみを構築した。 
 
 
 
・各種のしくみを状況に応じて改定し、⾏政と地域の役割分担のもと、出張所機能の再

編に取り組むとともに、窓⼝における届出・証明発⾏業務を再開し、多様な市⺠ニー
ズに対応できる⾝近な地域の⾏政窓⼝としての機能を⼀層強化した。 

 
・八尾市の地域のまちづくりの理念・めざす姿・進むべき⽅向性を共有、継承し、具体的な⾏動

を進めることができるように、「地域のまちづくり」の共通指針が必要である。 
・これまでのしくみや各所属・コミ推・出張所の役割分担や連携のあり⽅を明確にする必要がある。 
・地域のまちづくりの達成状況を図るため、進⾏管理を⾏う体制・しくみの検討が必要である。 
 
 
・地域住⺠の自主性（わがごと意識）を高めるため、八尾市の地域のまちづくりの理念等が理解
される必要がある。 
・活動の持続性を高めるため、地域活動の運営改善への支援を⾏う必要がある。 
・地域の課題解決や魅⼒向上という目標の実現に向けて、多様な地域の⼒を結集する必要がある。 
 

●八尾市がめざす姿＜6 次総計期間 ８年間＞ 
【⾏政のめざす姿】 

・八尾市の地域のまちづくりの理念、めざす姿と進むべき⽅向性が共有・継承されている。 
・特に、「わがまち推進計画」に定める地域のまちづくりの目標や課題が共有されている。 
・地域のまちづくりにおける⾏政の役割を理解し、各地域のまちづくりが円滑に進むよう庁内横断的に
検討を進め、地域が主体的に活動できるよう、地域との関わり⽅や資源（交付⾦・人的資源等）の適正
配分の⽅法が⾏われている。 
・中間支援機能の適切な役割分担のもと、多様な主体と連携・協働ができている。 
・⾏政が庁内横断的に対応することで、地域との適切な連携を図り、地域の主体性を高め、地域がめざ
す目標の実現に向けた取り組みを⾏う。 

【地域のめざす姿】 
・八尾市の地域のまちづくりの理念、めざす姿と進むべき⽅向性が多くの市⺠に理解されている。 
・「わがまち推進計画」に定める地域のまちづくりの目標や課題が共有されている。 
・校区まちづくり協議会を中心に、多様な主体が連携し、地域課題をわがごととして捉え、地域活動に
取り組んでいる。 
・新たな担い手が確保されていることにより、持続可能な活動につながっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●6 次総計前期基本計画期間における具体的な取り組み 

１．「共通指針」の策定と推進 
これまで進めてきた地域のまちづくりの実績と課

題を踏まえ、より良い地域のまちづくりを進めてい
くため、「共創と共生の地域づくり」によりめざす姿
と⽅向性、また各所属や地域との連携を促進するた
めの⽅法を定める「地域のまちづくり共通指針」に
より、八尾市の地域のまちづくりの理念、めざす姿
と実現に向けた⽅向性を共有・継承しながら、庁内
横断的に取り組みを進めていく。 
 
２．進捗管理の実践 

「わがまち推進計画」に定める地域のまちづくり
の目標や課題を共有し、⾏政評価を通じた総合計画
の進捗管理を⾏う中で、各所属、コミュニティ政策
推進課及び出張所等が情報共有や意⾒交換を通じて、
それぞれの計画⽴案・実践・振り返りを⾏い、進捗管
理の実践を確⽴する。 
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⼋尾市市⺠参画と協働のまちづくり基本条例の改定 

校区まちづくり協議会 わがまち推進計画 校区まちづくり交付⾦ 

理念等の共有・継承 庁内連携のしくみの明確化 進行管理の体制確⽴ 

理念等の理解促進 活動の持続性向上 多様な地域の⼒の結集 

資料 4 

・地域のめざす姿が多くの市⺠に理
解されている。 
・誰もが参加できる対話の場を設
け、地域の課題や魅⼒についての
話し合いが行われている。 
・より多くの人と地域活動を分かち
合おうとする環境が育っている。 
・「できる人が・できる時に・できるこ
と」の考え方で活動を分担する意識
が育っている。 

・行政のめざす姿が共有されている。 
・地域のまちづくりにおける行政の役
割を明確化し、庁内横断的な事業
展開を行っている。 
・地域課題の解決に向けた情報の
共有や提案を行っている。 
・地域の多様性に応じた⽀援を行っ
ている。 

・複雑な課題に対し、多様な市
⺠の参加協⼒や連携体制が生ま
れている。 
・地域に想いをよせる「関係人口」
も含めた幅広い活動主体が参画
できている。 
・「できる人が・できる時に・できる
こと」の考え方で活動を行えるしく
みがある。 

・地域の多様性やアイデアを尊重
しながら、状況に応じ適切な役割
分担を話し合い、必要に応じた⽀
援を行っている。 
・地域のまちづくりの制度やしくみを
現状に応じ⾒直している。 

・各地域が、自らの想いの実現
に向けて主体的にまちづくりを進
めている。 

・まちづくりに必要な情報提供や
行政的視点から必要なアドバイ
スを行っている。 
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１〜４年目 ５〜８年目 

①事後評価・課題把握 
・地域⼒向上に向けた⽀援の実績を取りまとめ、次年度
の⽀援内容の⾒直しを実施する。 
・地域課題解決に向け実施した事業の実績を取りまと
め、次年度の事業内容の⾒直しを実施する。 
・「わがまち推進計画」の振り返りを参照する。 
②庁内協議 
・事後評価をもとに出張所等と各所属が協議を行う。 
③計画⽴案 
・協議結果を踏まえ、⽀援内容や事業の検討を行う。 
④重点施策選定 
⑤予算編成 
⑥実践 
・計画に沿って、事業実施や⽀援を行う。 
 

推進フロー図（案） 
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理念 
＝地域のつながり・⽀え
合いを活性化し、地域
のまちづくりを進めること
で、市⺠が誰も取り残さ
れることなく安心して暮ら
していくことができる。 


